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北病棟チームカンファレンス記録
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・医療機器等管理委員会からの連絡です。
医療機器の日常点検の点検記録の様式を準備しました。部署にある日常点検の

必要な医療機器について

　除細動器（東病棟）

　ＡＥＤ（北・南病棟）

　救急カート（各病棟にあるそれぞれ）

についての日常点検の点検記録に点検リストに基づいて点検し異常の有無を

確認し記載をお願いします。点検リストは明日朝に各部署に届けます。
管理日誌のフォルダにある医療ガス、感染廃棄物と並べてフォルダを作りました。

それぞれのファイルに記載の見本をつけてありますので参考にして入力をお願い

します。急ですが、9/15～開始します。

・広報記録委員会より、秋祭りについてです。北病棟の患者様については、お小遣いの金額を設定していません。各患者様担当スタッフで、使い過ぎないように説明をお願いします。
・疎遠家族の取り組みについて
　各患者様の「家族支援対応計画」を個々に作る必要がでてきました。（より患者様・ご家族様の状況を知り治療に生かすため）

　各受け持ちに振り分け、9月30日締め切りとして作成をお願いします。

　各病棟スタッフに伝達し、早速入力をお願いします。また、確実に入力されたか、入力情報不足はないかの取り締めを家族支援担当スタッフ（中野ＮＳ）でお願いします。

入力：看護共有→治療プログラム→疎遠→「家族支援対応計画」→各病棟　です。

今後も、疎遠を作らないようご家族へ密に介入していきましょう。

・喫煙しているスタッフへ面談を行っていきます。喫煙者はやめられるように努力していきましょう。

・10月29日に、実地指導があります。どの患者様のカルテを提出してもいいように
　カルテ整備をしっかりと行っていきましょう。
＜患者様連絡事項＞
・平　勝利様～湿性咳嗽持続している事から、去痰剤（ムコキール）が3×1　
　　　　　　　本日昼より3日分継続臨時処方となっています。咳嗽の程度・
　　　　　　　咳嗽に伴い、睡眠がとれているか観察していきましょう。

日課・プログラム終了後や適宜、手洗い・含嗽をするよう説明

していきましょう。
＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

・飯豊　信雄様～買い物訓練時、カゴではなくマイバッグに品物を入れ、介入したスタッフから逃げ、店内を走り回った行動が見受けられました。　　　　　　
田名部Ｄｒ→ひとつひとつルールについて指導していく必要があります。
　　　　診察時→店内のルールについて説明し、本人「わかりました。」と返事されています。　　　
　　　　　　　　

万引きに疑われる可能性ある事・疑われないような行動をするべき事、買い物する際のルールについて振り返りを行っていきましょう。また、本人が考えているルールとスタッフ側のルールについての食い違いを比較して、修正していく部分を明確にしていく事、万引きに疑われない為のマイバッグ所持方法を提案していきましょう。
脂質異常症の為、購入してよいものを指示されています。一週間に一度10個パックの生卵を1パックと果物類2個程度との指示あります。買い物についたスタッフは、買い物前に購入物確認し、指定された品物以外や物が多ければ、何故指定されているのか振り返りをして頂き、品物を検討するよう説明していきましょう。
・八木橋　牧雄様～睡眠剤が大きくて服薬しづらい、周囲の患者様のイビキが

うるさい事、本人の精神状態も不安定なことから明日の定期

　　　　薬より服薬調整していきます。

診察時→17日の面談の際、退院に向けて話しをすすめていきます。　　　　　
　　　　　　　　睡眠状態、精神状態の観察を行っていきましょう。面談後、担当スタッフは退院にむけて、関係機関やご家族と連絡をとり、調整していきましょう。

　　

・倉橋　生子様～周囲が気になり、イライラしたり動悸がすると訴えています。　　　　　　　　
　　　　　　　　単独外出時、1時間ギリギリに帰ってくる傾向があり、帰院時間
　　　　　　　　　について毎回確認しています。

診察時→周囲が気になるとの事だが、抑うつ気分は見られない為、

抗精神病薬（リントン）2Ｔ→1Ｔへ減薬、本日就床前薬より

8日分臨時処方となっています。

咳嗽持続していることから、漢方薬（葛根湯）3×1　本日夕よ

り2日分処方となっています。
　　　　　　　周囲が気になっているか、イライラ・動悸があるか、他者への不満

の訴えの有無を観察していきましょう。

また、咳嗽の程度、咳嗽に伴い睡眠がとれているか観察していきま

しょう。日課・プログラム終了後や適宜、手洗い・含嗽をするよう説

明していきましょう。気分や体調により、食事摂らない時があるので

その際は、食事の必要性説明し少しでも摂取して頂きましょう。
＜ＳＳＴ進捗状況＞

・参加率100％目指しています。4月は96％、5月は99％、6月以降は100％
でした。外出・泊に行かれる患者様へ個別でＳＳＴ実施を行ってきました。
・患者様自身、各目的達成に向けて意欲が見られて来ている。
・ＳＳＴの記録記載の仕方について改善が見られてきています。
①ＳＳＴではどのように参加しているか
②日常ではどのようにＳＳＴの行っていることを活用できているか
③できていない部分にはどのように対応しているか、していくか
継続して、上記の点を評価し、記録記載していきましょう。
・スタッフもＳＳＴの中だけでなく、日常生活の中でも患者様へ声掛けしている事で、患者様も意識して、目的に向けて意欲が見られてきています。

















































